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す
と
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
５

年
目
、
被
災
地
域
に
お
い
て
は

未
だ
復
興
途
上
の
中
、
４
月
に

熊
本
県
益
城
町
に
震
度
７
の
熊

本
地
震
が
発
生
し
、
避
難
者
数

18
万
人
以
上
の
甚
大
な
被
害
が

発
生
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
地

震
に
よ
り
本
町
の
友
好
都
市
で

あ
る
菊
池
市
に
お
い
て
も
被
害

が
発
生
し
、
本
町
か
ら
も
直
接

支
援
物
資
を
届
け
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
日
頃
か
ら
の
災
害
に
対

す
る
備
え
と
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
必
要
性
を
改
め
て
痛

感
し
た
次
第
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

の
一
方
で
、
私
た
ち
に
夢
と
希

望
を
与
え
る
出
来
事
も
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
日
本

人
科
学
者
と
し
て
大
隅
良
典
氏

が
「
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
仕
組

み
の
解
明
」
で
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な

ど
日
本
人
科
学
者
の
快
挙
が
続

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

の
オ
バ
マ
大
統
領
が
、
現
職
の

　

町
民
の
皆

様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

夢
あ
ふ
れ

る
輝
か
し
い

平
成
29
年
の

新
春
を
さ
わ

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
は
、
龍
郷
町
が
将
来
に
向

か
っ
て
発
展
し
続
け
る
た
め

に
、
若
者
が
夢
と
希
望
を
持
て

る
ま
ち
づ
く
り
、
高
齢
者
が
生

き
が
い
と
安
ら
ぎ
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
町
政
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本

年
も
、
第
５
次
龍
郷
町
総
合
振

興
計
画
の
「
歴
史
と
文
化
を
つ

む
ぎ　

未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
未
来

へ
の
夢
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
龍

郷
町
を
創
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

大
統
領
と
し
て
初
め
て
被
爆
地

の
広
島
を
訪
問
し
、
核
兵
器
の

廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
を
訴
え

た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に

も
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
と
り
ま
し
て

は
、
相
撲
界
で
、
赤
尾
木
出
身

の
大
奄
美
関
（
本
名
・
坂
元
元

規
さ
ん
）
が
本
町
浦
出
身
の
若

乃
島
関
（
本
名
・
再
田
史
也
さ

ん
）
に
続
き
、
見
事
に
十
両
昇

進
を
果
た
し
、
本
町
か
ら
２
人

の
関
取
が
誕
生
す
る
と
い
う
誇

ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
町
民
に
感

動
を
与
え
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
向
け
た
国
立
公
園

の
指
定
の
年
で
も
あ
り
、
来
年

の
平
成
30
年
は
、
世
界
自
然
遺

産
の
登
録
、
さ
ら
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
放

映
な
ど
、
奄
美
が
国
内
外
か
ら

注
目
を
集
め
る
大
変
重
要
な
年

と
な
り
ま
す
。
こ
の
力
強
い
追

い
風
を
逃
す
こ
と
な
く
本
町
や

奄
美
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
千
載
一
遇
の
機
会
と
と
ら

え
、
地
域
活
性
化
に
む
け
て
、

本
町
が
有
す
る
魅
力
あ
る
地
域

資
源
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、

町
内
外
に
積
極
的
に
情
報
を
発

信
し
な
が
ら
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
町
政
の
基
本
・
原
点

は
そ
こ
に
住
む
人
々
が
地
元
を

愛
し
、
町
民
自
ら
が
町
づ
く
り

に
参
画
し
、「
住
ん
で
み
た
い
」、

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
実
感

で
き
る
町
づ
く
り
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に

は
、
町
民
の
皆
様
の
知
恵
と
力

の
結
集
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。
お
互
い
の
持
て
る

力
の
限
り
を
尽
く
し
て
笑
顔
あ

ふ
れ
る
龍
郷
町
を
町
民
一
丸
と

な
っ
て
創
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
町
民

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
様
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

町
長 

徳
田
康
光

平成 29 年 年頭のごあいさつ
謹賀新年
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町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
皆
様
と
と

も
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
し
い
年
が
龍
郷
町
に
繁
栄

を
も
た
ら
す
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
国
内
外
の
情

勢
を
み
ま
す
と
、
奄
美
大
島
に

於
い
て
１
月
末
に
１
１
５
年
ぶ

り
の
雪
が
降
る
と
言
う
珍
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

島
に
再
侵
入
し
た
外
来
種
「
ミ

カ
ン
コ
ミ
バ
エ
」
へ
の
対
応
・

根
絶
に
追
わ

れ
た
日
々
で

も
あ
り
ま
し

た
。

　

国
政
に
お

い
て
は
、
参

議
員
の
改
選

が
あ
り
与
党

「
自
民
・
公
明

議
長 

窪
田
圭
喜

党
」
が
過
半
数
を
取
り
、
国
民

は
安
定
し
た
政
権
を
選
択
し
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。
県
政
は
、

県
知
事
と
し
て
初
の
民
間
出
身

者
と
な
る
、
三
反
園
知
事
が
誕

生
し
新
た
な
県
政
運
営
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

世
界
の
状
況
を
見
ま
す
と
過

激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の

テ
ロ
リ
ス
ト
が
世
界
各
地
で
続

発
し
、
大
勢
の
犠
牲
者
が
出
ま

し
た
。
そ
し
て
、
内
戦
が
続
く

シ
リ
ア
な
ど
、
中
東
や
北
ア
フ

リ
カ
な
ど
か
ら
欧
州
に
向
か
う

多
く
の
難
民
や
移
民
が
急
増

し
、
各
国
の
受
け
入
れ
に
論
争

が
起
き
ま
し
た
。
世
界
平
和
へ

の
道
の
り
は
、
い
ま
だ
遠
い
こ

と
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
は
リ
オ

五
輪
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
で
、

日
本
の
選
手
団
が
史
上
最
多
の

メ
ダ
ル
を
獲
得
更
新
し
、
国
民

に
感
動
と
次
期
東
京
五
輪
（
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
）
へ
夢
を
与
え
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。　

　

災
害
状
況
を
見
て
み
ま
す

と
、
４
月
に
起
き
た
熊
本
地
震

で
は
、
甚
大
な
被
害
で
怪
我
や

亡
く
な
っ
た
方
が
大
勢
い
ま
し

た
。
一
瞬
に
し
て
家
屋
等
が
崩

れ
、
今
も
な
お
住
宅
再
建
の
め

ど
が
立
た
な
い
被
災
者
も
多

く
、
被
災
地
で
は
先
が
見
え
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
町
と
友
好
都
市
で
あ
る

菊
池
市
も
家
屋
等
の
被
害
は
甚

大
で
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
の
地
方
自
治
体

の
置
か
れ
て
い
る
現
状
は
、
東

日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
復

興
に
絡
み
、
ま
だ
ま
だ
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

も
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
。
私
ど
も
議
決
機
関
と

い
た
し
ま
し
て
は
、「
第
５
次

龍
郷
町
総
合
振
興
計
画
」
及
び

「
龍
郷
町
創
生
総
合
戦
略
」
に

基
づ
き
、
平
和
で
心
触
れ
合
う

温
も
り
の
あ
る
町
づ
く
り
に
向

け
、
町
民
の
声
を
大
事
に
届
け

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
４
月
に
は
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
「
り
ゅ
う
が
く

館
」
が
開
館
し
ま
す
。
こ
の
、

「
り
ゅ
う
が
く
館
」
は
龍
郷
町

の
文
化
情
報
発
信
を
兼
ね
た
拠

点
施
設
で
町
民
は
勿
論
の
こ
と

郷
友
会
等
の
出
身
者
や
観
光
で

訪
れ
た
方
に
大
い
に
利
用
で
き

る
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
私
た

ち
議
員
は
昨
年
８
月
に
は
町
民

の
皆
様
の
審
判
、
町
議
会
議
員

の
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。
町
民

の
幸
福
と
町
の
振
興
・
発
展
に

10
名
の
議
員
が
新
た
な
志
で
一

致
協
力
し
て
取
り
込
む
所
存
で

あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
健
康
で
、
幸
多

き
、
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

平成 29 年 年頭のごあいさつ
謹賀新年
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龍郷町　人式成

　

龍
郷
町
は
１
月
３

日
（
日
）、
体
育
・

文
化
セ
ン
タ
ー
り
ゅ

う
ゆ
う
館
で
平
成
29

年
成
人
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
今
年
の

出
席
者
73
名
は
、
大

島
紬
や
鮮
や
か
な
振

袖
な
ど
を
身
に
ま
と

い
、
晴
れ
の
門
出
を

祝
福
し
あ
い
な
が
ら

新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
松
元

瑠
夏
さ
ん
（
上
写
真

左
）の
誓
い
の
言
葉
、

碇
山
莉
世
さ
ん
（
同

中
央
）
と
中
田
大
智

さ
ん
（
同
右
）
の
意

見
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
楠
田
莉
子
さ

ん
に
よ
る
祝
唄
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
の

披
露
が
あ
り
、
最
後

は
万
歳
三
唱
で
節
目

の
１
日
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

平成 29年
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龍
郷
町
出
身
の
力
士
と
し
て
活
躍
す
る
大
奄
美
関

（
本
名
・
坂
元
元
規
）の
十
両
昇
進
祝
賀
会
が
12
月
25
日
、

り
ゅ
う
ゆ
う
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
十
両
昇
進

で
本
町
出
身
の
関
取
は
若
乃
島
関
に
続
き
２
人
目
。
奄

美
か
ら
の
応
援
を
背
に
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

祝
賀
会
に
は
多
数
の
来
客
が
あ
り
、
祝
い
唄
な
ど
の

ほ
か
、
大
奄
美
関
と
の
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、
参
加
者

で
行
列
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
は
赤
尾
木
有
志
会
に
よ

る
六
調
を
踊
り
、
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

～大奄美関十両昇進祝賀会～
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Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成28年 12月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

3,007
6,047
2,935
3,112

　-5
   +1
   +4
   -3

　平成２９年龍郷町消防出初式が１月４日、体育・
文化センターりゅうゆう館でありました。消防団
員による一斉放水などがあり、地域の安全推進に
向けて決意を新たにしました。
　各消防団（団員数１４３名）が参加した通常点
検や一斉放水では、連携のとれた迅速な動きで訓
練の成果を発揮しました。式典では消防団活動の

功労者表彰などがありました。被表彰者は次のとおりです。（敬称略）
【消防庁長官表彰】▽功労賞＝勝正視
【日本消防協会会長表彰】▽精積章＝勝正視
【県知事表彰】▽１０年勤続章＝泉公博、別府秀和、圓山智史、山田雅也、中村正幸
【県消防協会総裁表彰】▽精績章＝辺木和彦、松田智徳、押川英治
【県消防協会大島支部長表彰】▽功績章＝重田裕二郎、徳健二、畦町俊也▽１５年勤続章＝押川
英治、川畑雅浩

皆で地域を守ります
平成２９年消防出初式

▲

　1 月 13 日にヒカンザクラの開花宣言が龍郷町の
自然観察の森にある開花標準木前で行われました。
本町の町花でもあるヒカンザクラ。今年は暖冬の影
響で昨年より開花は少し遅れ、自然観察の森全体で
は二分咲き程度。１月下旬に見頃を迎えると予想さ
れ、２月いっぱいは花見を楽しめそうです。

ヒカンザクラ
開花宣言

薄紅色の花を咲かせるヒカンザクラ

▲
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　民生委員・児童委員は、誰もが安心して暮らしやすい
地域社会を作るために、地域住民の要望を関係機関に伝
えるとともに、一人暮らしの高齢者や障害者等の訪問・
相談などの支援を行います。
　皆さんの身近なところで活動を行っていますので、
困ったことがあればお気軽にご相談ください。（敬称略）

山田　眞砂子
秋　名

廣島　敬久
幾　里

牧　重和
嘉　渡

柿　喜美夫
円

広瀬　次子
安木屋場

田畑　三代亀
龍　郷

村田　香織
久　場

上原　昭二
瀬　留

圓　智津子
玉　里

岡山　チカ子
屋　入

新島　義光
浦

当田　照美
大　勝

山田　美記子
川　内

西田　ツナ子
中　勝

山口　利博
下戸口

森　弘
中戸口

内田　和信
上戸口

牧　真美子
手　広

渡　麗子
赤尾木

中原　正栄
芦　徳

中田　さつき
下戸口

【主任児童委員】

音野　優子
赤尾木

【主任児童委員】

民生委員 ・児童委員が新しくなりました
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　龍郷町は昨夏、３回目となる「たつごうエッセイコンテスト」を企画・募集しまし

た。全国各地から２５３点の力作が寄せられ、このほど、入賞作品が決定しました。

　被表彰者は次の通りです。（敬称略）

【エッセイテーマ】

　心に残る思い出の場所「心のふるさと」
　一般の部　 

【最優秀賞】田中浩（大島郡伊仙町）

【優 秀 賞】大西賢（東京都日野市）古垣内求（大阪府泉大津市）感応寺美智子（宮

城県気仙沼市）

【佳 作】向美芳（奄美市名瀬長浜町）河田豊子（山口県下関市）上野佳平（兵庫

県神戸市）坂本ユミ子（兵庫県神戸市）秋葉知恵子（埼玉県飯能市）森優子（奈良県

奈良市）西桂吾（奄美市名瀬有屋町）

【特 別 賞】城田由希子（奈良県大和郡山市）

　学生の部　

【最優秀賞】隈元莉々亜（秋名小６年）

【優 秀 賞】中田ひなの（大勝小６年）田中颯（大勝小６年）

【佳 作】碇山心優（大勝小６年）久保琴未（大勝小６年）小野珠藍（大勝小６年）

【応募作品数】全国各地から２５３作品（一般２３７作品、学生１６作品）

【審 査 日 程】予備審査　平成２８年１１月３０日、本審査　同年１２月２６日

【主な審査員】審査員長　出水沢藍子（作家）仲川文子（詩人）碇山和宏（町教育長）

【審 査 基 準】▽テーマを正しく捉えた内容▽適切な文章表現ができている▽読む人

が思わず興味を引かれるような書き出しや内容▽体験や見聞に基づき、テーマに対す

る自身の見解や心情が伝わる－など。

【表 彰 式】２月１２日（日）開催の「第 1 ８回龍郷町民フェア」にて行います

平成２９年夏に「第４回たつごうエッセイコンテスト」を募集します！

　【応募・問い合わせ先】

　たつごうエッセイコンテスト実行委員会（役場総務企画課内）

　TEL：0997-62-3111（内線 115）FAX：0997-62-2535

　MAIL：koho@town.tatsugo.lg.jp
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平成２９年４月１日からりゅうゆう館

の施設使用料を改定します。
　龍郷町体育・文化センターりゅうゆう館は、平成 11 年 4 月
開館以来 18 年が経過していますが、その間の消費税率の引き上
げや原油価格の高騰等により、今回、体育館・文化ホールの使用
料を表のとおり見直すこととなりました。
　平成 29 年 4 月 1 日からの改定となりますが町民の皆さまの
ご理解とご協力をお願いいたします。

○問い合わせ先
　りゅうゆう館　☎０９９７- ６２- ５５６６

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

①
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使用料の額には消費税相当額を含みます。
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お

知

ら

せ

案

内

板

②

　

　

農
業
者
の
皆
様
へ

　

「
青
色
申
告
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
」

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観

的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で

す
。
青
色
申
告
に
は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
速
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に

は
個
人
の
場
合
、
平
成
29
年
３
月
15
日

ま
で
に
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申

告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域

の
活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し

た
「
収
入
保
険
制
度
」
の
導
入
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
九
州
農
政
局
鹿
児
島
県
拠
点

地
方
参
事
官
室
ま
で 

☎
０
９
９-

２
２
２-

５
８
４
０

家
庭
生
ご
み
処
理
施
設
設
置
補
助
金

　

龍
郷
町
で
は
、
快
適
で
住
み
よ
い
生

活
環
境
の
改
善
と
公
衆
衛
生
の
普
及
お

よ
び
地
球
温
暖
化
対
策
・
名
瀬
ク
リ
ー

大
島
紬
織
工
養
成
所
指
導
員
募
集

　

龍
郷
町
大
島
紬
技
能
者
養
成
所
で
は
、

左
記
の
と
お
り
大
島
紬
養
成
所
の
指
導

員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
職
種　

　

大
島
紬
織
工
養
成
所
指
導
員
（
嘉
渡
）

▼
採
用
人
数
…
１
名

▼
応
募
資
格

　

①
龍
郷
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　

②
伝
統
工
芸
士
の
資
格
を
有
す
る
者

▼
応
募
期
間

　

平
成
29
年
２
月
20
日
（
月
）
～

平
成
29
年
２
月
24
日
（
金
）

▼
面
接
日

　

平
成
29
年
３
月

　

※
詳
細
は
追
っ
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

▼
面
接
場
所

　

龍
郷
町
商
工
会

　

龍
郷
町
瀬
留
９
０
６
番
地

※
申
込
書
は
龍
郷
町
商
工
会
事
務
局
で

配
布
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
商
工
会

☎
０
９
９
７-

62-

２
１
３
１

ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設
延
命
化
対
策
な
ど

を
図
る
た
め
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

の
減
量
化
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
す
ぐ

に
取
り
組
め
る
ご
み
減
量
化
対
策
で
す
。

そ
の
た
め
町
で
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１

施
設
を
限
度
と
し
て
家
庭
生
ご
み
処
理

施
設
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
の
購
入
金
額
に

対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
補
助
率
は
、
１
施
設
の
経

費
に
対
し
て
２
分
の
１
と
し
、
上
限
額

は
５
０
０
０
円
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
ご

み
の
減
量
化
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
必
要
な
も
の

　

①
印
鑑　

②
領
収
書
な
ど　

③
通
帳

▽
お
問
合
せ
先

　

役
場
生
活
環
境
課

　

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
２
５

ふ
る
さ
と
納
税
説
明
会

　

龍
郷
町
で
は
、
町
へ
の
寄
附
の
促
進
、

地
元
特
産
品
や
観
光
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
振

興
を
目
的
と
し
て
、
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
の
寄
附
者
に
対
し
て
お
礼
品
と

し
て
贈
呈
す
る
特
産
品
（
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
）
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
協
力
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
開
始
を
目
指
し
、
事

業
者
向
け
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
防
災
行
政
無
線
等
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時

　

平
成
29
年
２
月
６
日

　

午
後
３
時　

午
後
７
時
（
同
じ
内
容
）

▼
場
所

　

龍
郷
町
役
場　

第
１
会
議
室

※
参
加
に
は
事
前
受
付
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
企
画
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
に
つ
い
て

　

龍
郷
町
地
域
情
報
通
信
施
設
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
利
用
申
し
込
み
に
つ

い
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
工
事
費
が
全

額
申
込
者
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
企
画
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
２



15　広報たつごう

２
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

時
間
…
午
後
２
時

場
所
…
各
集
落
公
民
館

・
前
田
洋
子
さ
ん
（
故
前
田
文
造
さ
ん
）

手
広
集
落

【
社
会
福
祉
協
議
会
会
】

・
重
枝
ヱ
ミ
さ
ん
（
故
重
枝
哲
能
さ
ん
）

・
川
野
覚
さ
ん
（
故
川
野
ソ
ノ
子
さ
ん
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
12
月
届
出
】

大
茂
　
奏そう
ま真

小
倉
　
海かい
あ空

　
（
敬
称
略
）

上
戸
口

芦
徳

保
護
者
名

真
尚

寿
彦

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
12
月
届
出
】

重
井　

ス
ミ

池
田　

幸
一

重
枝　

哲
能

榮　
　

哲
也

川
野　

ソ
ノ
子

山
下　

カ
ツ
エ

（
88
）

（
66
）

（
96
）

（
50
）

（
95
）

（
83
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

玉
里

赤
尾
木（
星
の
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

瀬
留

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

浦
（
愛
寿
園
）

香 

典 

返 

し 

お 

礼

「
龍
郷
町
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に

関
す
る
基
本
的
な
構
想
」
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
に
お
い
て
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
第
５
条
に
基
づ
き
、
平

成
28
年
３
月
に
平
成
37
年
度
を
目
標
と

す
る
「
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進

に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
た
こ

と
に
伴
い
、
本
町
の
「
農
業
経
営
基
盤

の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構

想
」
を
同
法
第
６
条
の
規
定
に
基
づ
き

変
更
し
ま
し
た
。

○
主
な
変
更
の
内
容

　

１ 

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経

営
の
指
標
や
、
新
た
に
農
業
を
営
も
う

と
す
る
青
年
等
が
目
標
と
す
べ
き
農
業

経
営
の
指
標
の
営
農
類
型
の
追
加
。

　

２ 

農
業
経
営
の
規
模
（
経
営
面
積
）、

生
産
方
式
（
主
な
資
本
整
備
）
に
関
す

る
営
農
類
型
ご
と
の
効
率
的
か
つ
安
定

的
な
農
業
経
営
の
指
標
の
見
直
し
。

  

３
農
業
経
営
の
規
模
（
経
営
面
積
）、

生
産
方
式
（
主
な
資
本
整
備
）
に
関
す

る
営
農
類
型
ご
と
の
新
た
に
農
業
を
営

も
う
と
す
る
青
年
等
が
目
標
と
す
べ
き

農
業
経
営
の
指
標
の
見
直
し
。

　

※
変
更
後
の
「
龍
郷
町
農
業
経
営
基

盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な

構
想
」
に
つ
い
て
は
、
龍
郷
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
わ
せ
先

　

役
場
産
業
振
興
課　

農
政
係

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
４

確
定
申
告
は
お
早
め
に

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

期
間
は
、
平
成
29
年
２
月
16
日
か
ら
３

月
15
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告

期
限
が
間
近
に
な
る
と
、
申
告
会
場
は

混
雑
し
て
長
時
間
か
か
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
早
め
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金

額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す

る
申
告
納
税
制
度
で
す
。
申
告
と
納
税

は
期
限
内
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
確
定

申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
な
ど
で
も
で

き
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
申

告
書
な
ど
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
　

大
島
税
務
署　

  

☎
52
‐
４
３
２
１

※
自
動
音
声
に
従
い
、「
２
番
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。
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電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

１
January
2017

満一歳になりました。

この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

かわばた　 すみと　　　　　

Ｈ 28. 1. 15　生

父 力 / 母 保奈美　浦

川畑 須美斗 くん

   さかえ    ゆいと  　　　　　

Ｈ 28. 1. 14　生

父 力夫 / 母 淳子　瀬留

榮   結翔  くん

    しげやま　 みらい  　　　　　

Ｈ 28. 1. 31　生

父 忠幸 / 母 久美子　幾里

重山  未来  くん

２
月
行
事
予
定
表

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

  2（木） 3 歳児健診 13：00 ～
どぅくさぁや館

  3（金）
 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

  9（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区

10（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～

どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

12（日） 第 18 回龍郷町民フェア   9：00 ～ りゅうゆう館
15（水） たつごう在宅家族の会 13：30 ～ 肥後医院

17（金）
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

どぅくさぁや館
 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～

22（水）
 じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区
 お腹スッキリ運動教室 19：30 ～

どぅくさぁや館
23（木） 乳児健診 12：30 ～

24（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

　平成 29 年は酉年。龍郷町の町章にも鳥があしらわれており、それぞれ

の部分に意味が込められています。

　町章の鳥は平和のシンボル「鳩」を「竜」の字でデザイン化したもので、

中央の三角が長雲山脈、三翼は龍南地区、龍北地区、赤徳地区を表してい

ます。金色の円は南の太陽の輝きを表し、下地の色の紺碧は黒潮を表した

もので、円に包まれた三翼は町民の団結円満を意味し、円外に出た翼は未

来に向かってはばたき、町の飛躍発展する姿を表しています。

龍郷町町章の由来について

▲


